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「
働
き
方
改
革
」
っ
て
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
？ 

就
業
規
則
の
一
部
改
訂
が
あ
り
ま
し
た 

こ
の
四
月
一
日
か
ら
教
職
員
の

就
業
に
関
す
る
規
則
が
改
訂
さ
れ

ま
し
た
。
教
職
員
の
年
次
休
暇
の
取

り
方
に
関
す
る
規
則
・
細
則
の
変

更
、
非
常
勤
職
員
へ
の
年
次
休
暇
の

付
与
、
無
期
雇
用
に
転
換
し
た
非
常

勤
教
職
員
の
勤
務
評
定
の
実
施
等

が
主
な
内
容
で
す
。
こ
の
う
ち
、
前

の
２
つ
に
関
し
て
は
、
所
謂
「
働
き

方
改
革
」
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。 

働
き
方
改
革
は
、
「
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
」
、
働
く
人
の
「
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
」
が
進
ん
で
い
る
状
況
の
中
、

「
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
を
実
現
し
、
働
く
方
一
人
ひ
と

り
が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持

て
る
」
社
会
を
目
指
す
活
動
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
長
時
間
労
働
の
是
正
」「
雇
用
形
態
に
か
か
わ

ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
」
「
柔
軟
な
働
き
方
が
し
や
す
い
環
境
整
備
」
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
」
な
ど
を
掲
げ
、
改
革
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
労
働
条
件

や
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
基
本
的
に
歓
迎
す
る
べ
き
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
課
題
も
多
く
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。 

一
般
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
、
労
働
所
に
残
業
さ
せ
な
い
よ
う
指
導
が
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
働
く
人
の
負
担
を
増
や
す
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
が
、
大
学
と
い
う
場
所
で
は
ま
た
異

な
る
問
題
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

た
と
え
ば
、
裁
量
労
働
制
の
場
合
、
そ
の
労
働
時
間
や
労
働
状
況
の
把
握
が
難
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。
他
大
学
で
起

き
て
い
る
事
例
で
は
、
学
内
以
外
で
の
労
働
を
認
め
な
い
、
出
退
勤
状
況
の
確
認
の
た
め
に
校
門
で
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド

へ
の
ス
タ
ン
プ
を
義
務
化
す
る
、
長
時
間
労
働
を
さ
せ
な
い
た
め
十
時
以
降
の
勤
務
を
認
め
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
、
労
働
管
理
を
す
る
側
に
負
担
が
大
き
く
、
教
員
の
教
育
研
究
活
動
の
実
態
に
即
し
て
い

な
い
た
め
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
学
と
い
う
や
や
特
殊
な
労
働
環
境
に
適
し
た
働
き
方
改
革
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
ま
だ
議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
本
学
で
も
こ
う
し
た
改

悪
（
？
）
が
起
き
な
い
よ
う
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

新
し
い
働
き
方
を
模
索
す
る
、
今
は
過
渡
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
色
々
な
矛
盾
や
不
備
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
働
く
人
一
人
一
人
が
ケ
ー
ス
を
持
ち
寄
り
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 



 
 

 

 飛田明彦（ひだ・あきひこ 執行委員長・教育学部） 

2019 年度委員長を務めます、教育学部・飛田明彦です。長い間組合とは関わりなく過ごしていましたので、

突然のことに困惑しています。昨年度のような活発な活動は無理でしょうね・・・と自他ともに認めておりま

すが、執行委員の方々と協力し労働環境に関わる状況を注意深く見守っていきたいと考えています。過去の委

員の方々、組合員の皆様には多々ご協力の依頼をさせていただくことになりそうです、どうぞよろしくお願い

いたします。 
 渋谷百代（しぶや・ももよ 書記長・経済学部） 

人文社会科学研究科経済系(経済学部)の渋谷百代です。社会人歴は長いですが、ずっと自分の働く環境・条件

などに無頓着状態でした。そんな暢気が通用しなくなり、気づけば仕事に追われ心もささくれがちな今日この

頃…。仕方ないと諦めず、みんなが気持ちよく働ける職場環境整備への一助となるべく、執行委員として一年

間頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 北田佳子（きただ・よしこ 副委員長・教育学部） 

今年度、初めて執行委員を務めさせていただくことになりました教育学部の北田佳子です。まだまだわから

ないことばかりで、ご迷惑をおかけすることと思いますが、みなさんが気持ち良く働ける職場づくりのお手

伝いが少しでもできるように務めたいと思います。今年度の執行部のみなさま、ならびに昨年度の執行部の

方々や他の組合員のみなさま、ぜひ一年間よろしくお願い致します。 
 野村奈央（のむら・なお 副委員長・教養学部） 

初めて副委員長を務めることになりました人文社会科学研究科学際系（教養学部）の野村奈央です。昨年度

の執行委員のみなさまのパワーには及ばないかもしれませんが、少しでも貢献できればと思っています。趣

味はヨガとジョギングで、マラソンでサブ 5 を目指していますが、練習不足でヘロヘロになりながら走って

います。今年こそは体幹を鍛えて、仕事、組合、趣味で目標を達成できるようにがんばります。 
 七田麻美子（しちだ・まみこ 広報 UP・基盤教育研究センター） 

今年度執行委員を務めさせていただきます。基盤教育研究センターの七田です。2018 年度に埼玉大学にや

ってまいりまして、今年はまだ２年目です。これまでに組合がない大学等にいて、働く環境を守ることが、

場合によっては困難なことなんだということを知り、組合に参加してみようと思った次第です。組合のこと

大学のこと、まだまだ分からないことだらけですが、先輩諸氏のご指導を仰ぎながら頑張ります。 
 浅子孝一（あさこ・こういち 非常勤部） 

2 度目の執行委員となります教育学部大久保農場の浅子です。前回は、何もわからない私でしたが、皆さま

から暖かいご指導を頂き「花の寄植え」を行うことが出来ました。今回も、多くの方が気軽に参加し、話が

弾み、楽しめ、知り合いが沢山出来るような催しを考え頑張っていきたいと思います。また、大久保農場も

来年 2 月に 45 周年を迎えます。農場施設は一般公開されておりますので是非お越し下さい。一年間よろし

くお願いいたします。 
 寺田礼子（てらだ・れいこ 事務書記） 

平成、令和と引き続き組合事務兼書記をさせていただきます寺田です。大学・組合も時代の流れと共に変化

を強いられています。皆様どうぞ今後もご協力よろしくお願い致します。 
 
 
 
 

埼玉大学教職員組合 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保 255 第 2 生協 1 階 

E-mail：saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp  URL：http://kumiai.client.jp/  
電話/FAX ：048-853-5609 （内線）3160 

～新役員紹介～ 


